
令和3年富谷市消防出初式
無火災・無災害を願って

1月10日、市役所市民交流ホールを会場に、富谷市消防出初
式を執り行いました。
　例年、出初式には全団員が出動しますが、新型コロナウイル
ス感染症対策として規模を縮小し、班長以上の幹部団員のみが
出動。来賓者とともに、今年1年の無火災・無災害を願いました。
　今年は、明石班へ小型動力消防ポンプ軽積載車の配備を予定
しており、16班全班への車両配備が完了します。

総合窓口をご利用ください
　住所異動や戸籍届出、故人に関する各種手続きは、１つの窓
口で対応するワンストップサービスを実施しています。手続き
の内容に応じて各課の担当者が対応しますので、市役所１階「総
合窓口」をご利用ください。
問 市民課　☎022-358-0511

日本善行会表彰
受章おめでとうございます

1月7日、秋季善行表彰で受章された皆さんが、市長を表敬
訪問されました。この表彰は、一般社団法人日本善行会主催で、
犯罪予防活動や清掃活動、火災予防活動など、長年、さまざま
な善行の活動をされてきた方へ贈られるものです。
　皆さん、受章おめでとうございます。

成人おめでとうございます
令和3年富谷市成人式
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

12月16日～31日

16日（水） くろかわ商工会事業説明会、成田中央幼稚園クリスマス献
金贈呈式、来客応対

17日（木） 取材応対、黒川地区交通安全協会市内支部長懇談会、来客
応対

18日（金）
富谷市歳末たすけあい募金配分金贈呈式、富谷市民生委員
児童委員協議会12月定例会、富谷市総合計画審議会、来
客応対

19日（土） 富谷塾
21日（月） 庁議、富谷市民生委員推薦会、来客応対
22日（火） 大和町役場訪問、富谷市市民協働セミナー、来客応対
23日（水） 記者会見、来客応対

24日（木） 黒川地域行政事務組合議会定例会・全員協議会、富谷市農
業委員会総会、富谷市障がい者施策推進協議会、来客応対

25日（金） 一般県道大衡仙台線宮床工区開通式、富谷市地域福祉計画
推進協議会、年末訓示、臨時庁議

28日（月） 歳末お弁当出発式、宮城県市町村職員共済組合訪問、宮城
県市町村自治振興センター訪問、来客応対

1月1日～15日

4日（月） 宮城県市町村職員共済組合年頭訓示・辞令交付、宮城県市
町村自治振興センター新年のごあいさつ、来客応対

5日（火） 年頭訓示、臨時庁議、来客応対

6日（水）
新型コロナウイルスワクチン接種特別対策チーム任命書交
付、黒川消防出初式、宮城県後期高齢者医療広域連合運営
連絡会議、来客応対

7日（木） 新型コロナウイルス感染症対策本部会議、来客応対

8日（金） 国・県等の関係機関へ新年のごあいさつ、来客応対

10日（日） 富谷市消防出初式、富谷市成人式

12日（火） 庁議、来客応対

13日（水） テレビ取材、仙台都市圏広域行政推進協議会（オンライン
会議）、定期監査結果報告、来客応対

14日（木） 市内どんと祭会場訪問、来客応対

15日（金） 100歳お祝い訪問、富谷市民生委員児童委員協議会1月定
例会

市 長 日 録

「認知症」というと、皆さんはどのような印
象をお持ちでしょうか。さまざまなことを忘れ
てしまいかわいそうとか、介護する家族が大変
そうとか、あるいはその行動に対して怖いとい
った感覚をお持ちの方もいらっしゃるかもしれ
ません。
私自身、認知症を患った祖母と10年ほど一緒
に暮らし、同居の大変さを実感しています。最
初は祖母の行動に戸惑い、接し方も分からず、
家族で支えるのに相当な負担を感じました。し
かし、その後に認知症について学び、理解するこ
とによって、接し方を変えることができました。
例えば、「驚かせない」「急がせない」「自尊
心を傷つけない」の、３つの「ない」を心掛け
ることを学びました。認知症の方と接するとき
には、常に心のゆとりが必要ということです。
具体的な対応としては、「まずは見守る」「余
裕を持って対応する」「声をかけるときは一人
で」「後ろから声をかけない」「相手に目線を合
わせて優しい口調で」「おだやかに、はっきり
した話し方で」「相手の言葉に耳を傾けてゆっ
くり対応する」という7つのポイントがあり、
最低限身に付けておくべきことです。
65歳以上の人口が全体人口の21％を超えて

「超高齢社会」となった現代、「認知症」は身近
な病気です。決して他人ごとではなく、本人や
家族がいつその病に見舞われるか全く分かりま
せん。そして、当然のことながら、認知症にな
りたくてなっている方は一人としていないので
す。長い歳月をかけて積み重ねてきた大切な思
い出や知識・感情などを失ってしまうことは、
本当に辛いことです。そのように望まない病を
患っている方に対し、周りの人が正しい理解を
することが大切で、いつどこで認知症の方に出
会っても、適切に優しく接することが必要にな
ります。
市では、「認知症」について、「学びの講座」
を開催しています。ぜひ多くの皆さんにご参加
いただき、偏見を持つことなく、認知症の方を
地域で見守り、支え合うことの大切さを知り、
認知症サポーターの証であ
るオレンジリングを、もっ
ともっと広めていければと
思っています。

住み慣れた地域で暮らし続けるために

1月10日、富谷市成人式を富谷スポーツセンターで執り行
いました。

新型コロナウイルス感染症対策として、中学校区を2回に
分けて午前と午後に実施。成人者の席の間隔を空けたり、来
賓者の縮小や家族の来場を控えていただくなど、3密になら
ないよう実施しました。式典の時間も約10分と、大幅に短縮
しました。
　市長は「人と人、心と心のつながりを大切にしていきまし
ょう。そして地域全体で、新型コロナウイルスの難局を乗り
越えていきましょう」とあいさつしました。今年の新成人は
650人で、平成12年4月2日から平成13年4月1日生まれの皆
さんです。

富谷市長

若生 裕俊

撮影のためマスクを外しています

コラム




